生活衛生豆知識№22
怖い“ビブリオ･バルニフィカス”とは

８月７日の新聞に、熊本県で３人がビブリオ･バルニフィカスに感染し、２人が死亡したとの記事がありました。この菌は肝臓病、免疫疾患などの患者が感染すると、死亡率が高く大変恐れられています。そこで、この菌の性質と予防について簡単にお知らせします。

ビブリオ･バルニフィカスとは

夏の食中毒の王様である腸炎ビブリオと同じビブリオ属の仲間です。他のビブリオ属の細菌に比べ塩分濃度が低い１～３％、２０℃以上の汽水域（淡水と海水が混ざる水域）でよく増殖します。

どのような人が、注意が必要ですか

　肝臓病、糖尿病、アルコール中毒、免疫疾患など（以下、ハイリスク）の患者が感染します。発症した場合は４割が３日以内で亡くなっています。そのため「人食いバクテリア」と言われることもあります。国内では年間２０～３０人が感染しています。鉄分を取り込んで増殖する性質があるので、貧血で鉄剤を服用している人も注意が必要です。

通常健康な人は、まれに下痢や腹痛を起こしますが、重症になることはほとんどありません。
どのように感染するのですか

　ハイリスクの患者が

①傷口が海水に触れて感染します。海岸を裸足で歩いていても感染し、海岸の岩場を裸足で歩いて、貝殻でけがして感染したと思われる事例があります。
②生の魚貝（刺身、すし）類を食べて感染します。

どのような症状ですか
潜伏期間は数時間から２日で、細菌が血液中に侵入して発症します。

皮膚疾患及び病変の拡大（最初は足が疲れたようなひどい筋肉痛などの自覚症状を呈し，放置すると皮膚が急激に赤く腫れ上がり、次第に周囲に広がり、数時間から数日で足などに壊死が始まる）、発熱、悪寒、血圧の低下、腹膜炎などの敗血症様症状を起こし、生命を脅かします。

腸炎ビブリオなどの食中毒の胃腸炎症状とは大きく異なります。
予防はどのようにすればよいですか

「ビブリオ・バルニフィカス感染防止の注意事項（特に肝臓病、免疫疾患の患者）」（米国ＣＤＣ）は次のとおりです（http://www.cdc.gov/ncidod/dbmd/diseaseinfo/vibriovulnificus_g.htm）。なお米国では、毎年約１００人が感染し、その約半分がメキシコ湾岸で感染しています。

①生のカキあるいは他の甲殻類（エビ・シャコ類）は食べない。

②甲殻類（カキ、ハマグリ、カラスガイ）は十分に加熱調理をする。

③甲殻類の調理では、煮るときは殻が開いてから５分間以上、蒸すときは９分間以上加熱をする。

④生の魚貝類食品から調理済魚貝類食品への汚染に注意する（笈川：調理器具の洗浄消毒の徹底）。

⑤加熱調理後の甲殻類は直ぐに食べて、残ったものは冷凍する。

⑥暖かい海水、またはこのような海域で漁獲された甲殻類を傷口に触れないよう注意する。

⑦生の甲殻類を取扱う時は、手袋などを使い防護する。

昨年８月、米国メキシコ湾岸を襲った台風カトリーナで、２週間でビブリオ･バルニフィカスによる創傷感染者が１４名発生したと報告があります。

国内の参考文献：「ビブリオ・バルニフィカスに関するＱ＆Ａ」(厚生労働省、平成18年５月31日)

（http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/iyaku/syoku-anzen/qa/060531-1.html）
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